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奈良を、Opening Nara.
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Place,Farming & Food.

場 PLACE 農 FARMING 食 FOOD

明治~昭和の古道具を、珈琲とともに。
使い継がれた道具が、人と時をつなぐ
金剛寺ギャラリーカフェ。

地域の事業者や農家が抱える「困りごと」に、ブランディング・事業整理・販路開拓など、得意分野で伴走します。

つくる人と食べる人をつなぎ、販路づく
りや農業指導も。
奈良の豊かな産物を、ちゃんと届ける。

元僧堂の古民家に、郷土料理の「茶粥」
と集いの場を。
世界遺産のまちの、街かど公民カフェ。

地域に根ざした集まりの企画・運営の
継続経験。

生産現場と消費者をつなぐ視点と、奈
良農業への理解。

生産者・飲食店・観光業者との幅広い
つながり。

農家・事業者へのブランディング・発信
サポート。

良には、まだ知られていない良いものがたくさんあ
る。世界遺産だけではない、素晴らしい食文化・農

業・暮らしの知恵。それらを「ちゃんと届ける」ことが、
WATANABASEの使命です。
古民家カフェの運営、ギャラリーカフェ、農業支援―䀪
WATANABASEが並行して手掛ける三つの事業は、一見別々

に見えて、「地域と人をつなぐ」という一本の軸でつながっ
ています。
「集まる（場）」「育てる（農）」「食べる（食）」。
この三つの生業を通じて、地域の内側から、等身大の奈良を
ひらいていきます。

長年の収集眼と目利き力によるキュレ
ーション。

古民家を、人が集まる場に変えてきた
実績と知見。

ワタナベース



The person behind WATANABASE.

国語科教員として出発し、生徒指導主任・教頭・校長を歴任した37年間の教育者
キャリア。その間、バスケットボール指導・地域スポーツクラブ経営・学校図書館活
動・ICT活用など複数の領域を横断してきた。
2023年に定年退職後、再任用の道を選ばず独立。
2024年、実業家に転身し、「ホトケノネドコ」を開業した。
現在はNPO法人パイレーツスポーツクラブ代表理事も兼任。教育者として培った

「人を育て、場を作る」力を礎に、場・農・食を軸として地域と人をつなぐ活動を続
けている。



古道具が生きる、静かな時間。
明治~昭和の古道具やアンティークを展示販売し、コーヒーとともに過ごせる
金剛寺ギャラリーカフェ。長年の収集眼による目利きで、「使われてきたも
の」の美しさを次の誰かへ届けます。
古いものが放つ静けさと、淹れたてのコーヒーの香り。
時間の流れがゆるむこの場所は、町の人にとっても、旅人にとっても、ふと
立ち寄れる余白になります。
器や道具は一点もの。出会いはその時だけ―䀪
それもまた、古道具の醍醐味です。

一杯ずつ淹れるコーヒー

ここに古いものが増えてゆく

もともとは農機具を入れていた倉庫

古家具・和洋の食器・照明・生活道具・美術品・古書 など

SELECTION

淹れたての一杯を片手に、ゆっくりと眺める時間。

―　不定期営業
奈良県磯城郡田原本町金剛寺451-2
―　古道具・アンティーク品の展示販売とキュレーション
―　コーヒー提供と、人が集う「場」の創出



奈良の農を、未来へつなぐ。
奈良の農業は、豊かな産物を持ちながら、その価値が消費者に十分伝わって
いません。
生産者と消費者・購入者のマッチング、マーケティング支援、農業指導、新
規就農者のサポートを通じて、その橋渡しを担います。
生産現場と消費者の双方を理解する視点から、売り方・見せ方・つなぎ方を
デザインする。単なる仲介ではなく、生産者に寄り添い、奈良の農を次の世
代へ手渡していきます。

課題や目標をお聞きし、現状を一緒に整理。

FLOW

生産・販路・発信の状況を見立てる。
マッチング・ブランディング・指導を設計。
実行に寄り添い、継続的に見直す。

―　農業指導・新規就農者のサポート
―　農家向けマーケティング・ブランディング支援
―　生産者と購入者のマッチング支援

柳生の棚田

生産者のプロモーション支援

消費者とのマッチング



唐招提寺から徒歩5分、薬師寺からも徒歩5分。
元・僧堂の古民家を再生し、奈良の郷土料理「茶粥」と、誰もが集える場を届けています。

茶粥の他にも奈良の食材にこだわり、できるだけ奈良の食材を使用しています。
奈良県産のブランド米を使ったおにぎりや、そうめんのフラッグシップ「三輪そうめん」、付け合わせにも奈良の野菜をたく
さん使っている他、コーヒーは大和郡山のスペシャルティコーヒー専門店「K COFFEE」の焙煎豆を使用しています。

「おかいさん」といわれる奈良の「茶粥」は、煮出したほうじ茶の中に冷や
ごはんを入れて炊いたもので、さらっとしているのが特徴。
いまは茶粥を炊く家庭はほとんど無くなりましたが、「大和の朝は茶粥で明
ける」といわれるほど「茶粥」は奈良の代表的な日常食でした。

出典：農林水産省「うちの郷土料理｜茶粥（奈良県）」 
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INGREDIENTS FROM NARA



かつての僧堂の面影を残す空間には、静かな時間が流れています。旅の疲れをほぐし、地域の人がふらりと立ち寄る、観光と
暮らしが自然に交わる場所。お食事やお茶でゆっくり過ごすのはもちろん、地域の集まりの拠点としても親しまれています。
ホトケ様が見守るお座敷には、五条町に伝わる「数珠送り」の記憶が息づいています。
世界遺産の街の片隅で、旅と暮らしが柔らかく交わる―䀪それがホトケノネドコです。

WATCHED OVER BY THE “HOTOKE”

ENJOY THE HOTOKE-NO-NEDOCO

AROUND

人・モノ・出会いが行き交う場。
小さなフリーマーケットを定期的に開
催しています。出店者も随時募集中。

地域の集まり・展示・教室などにご利
用いただけます。用途に応じたスペー
ス貸しも承ります。

ご近所さんも、海外からの旅行客も、
幅広いお客様がご来店。コーヒーだけ
でもお気軽にご来店ください。

天武天皇の発願で建立された法相宗の大
本山。白鳳文化を代表し、東塔は創建当
時の姿を伝える三重塔。本尊の薬師如来
は病気平癒の信仰を集める。

鑑真和上が創建した律宗の総本山。奈良
時代の面影を残し、金堂は現存最古級の
建築で国宝。戒律の道場として仏教史上
重要な役割を担った。

唐招提寺 薬師寺



Opening Nara through place,farming and food.

Consulting

奈良の良いものを、
ちゃんと届ける。

お困りごと相談・コンサルティング
地域の事業者や農家の「困った」に、ブランディング・事業整理・販路開拓など、得意分野で伴走します。
まずはお気軽にご相談ください。

場をつくり、農を支え、食でつなぐ。
三つの生業で奈良の内側から、まだ知られていない良いものを届けていきます。
ご相談も、お立ち寄りも、どうぞお気軽に。

金剛寺ギャラリーカフェ 農業支援 ホトケノネドコ
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